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私
ば
二
十
溌
年
の
間
メ
リ
デ
ィ
ス
の
詩
を
波
ん
で
ゐ
る
１
１
と

い
↑
《
と
、
あ
の
難
解
を
以
て
湖
え
る
メ
リ
デ
ィ
ス
の
文
蕊
虐
對
す

る
総
武
カ
ン
一
私
が
十
分
に
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
・
を
吹
繼
す
ろ
か
の
や

う
に
解
せ
ら
れ
て
浦
入
る
の
で
あ
る
が
、
庇
は
不
側
し
た
機
會
に

子
に
入
れ
た
袖
珍
版
の
彼
の
選
詩
集
が
懐
に
ぬ
ぢ
込
ん
で
排
ち
歩

く
の
に
都
合
が
よ
い
の
で
、
多
く
は
乘
物
を
待
つ
間
と
か
芝
居
の

邪
間
と
か
に
あ
ち
こ
ち
誠
み
散
ら
し
た
だ
け
で
、
靜
夜
徐
ろ
に
反

復
味
減
し
た
こ
と
は
紗
い
の
で
、
メ
リ
デ
邦
ス
兼
の
篤
慌
家
か
ら

叱
叺
飛
ぱ
さ
飢
さ
う
な
漫
談
振
り
を
水
年
の
間
絞
け
た
に
過
ぎ
な

い
。
↓
七
の
糊
で
あ
ら
う
か
、
未
だ
に
メ
リ
デ
ィ
ス
寺
の
金
堂
に
入

る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
で
、
せ
い
ぜ
い
中
門
の
ほ
と
り
筵
妨
纏
し

f

一

、
メ
リ
デ
ィ
ス聖

の
詩

｡

に夕

つQ

て
ゐ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
金
堂
を
拝
概
し
て
鮎
つ
で
来
る
少
数
の

悪
ま
れ
た
人
推
の
中
に
も
諺
内
部
の
本
尊
伽
や
壁
曲
の
藝
術
的
個

値
を
盤
に
耐
え
て
讃
美
す
る
の
も
あ
る
し
、
ま
た
他
方
に
は
冷
靜

、

な
批
判
的
立
場
か
ら
講
作
砧
の
除
り
に
も
明
か
な
欠
陥
を
指
摘
す

る
人
も
あ
る
。
（
ｐ
旨
．
・
胃
号
の
辱
い
。
ど
な
は
前
者
の
型
で
あ
り

畠
．
国
胃
尉
号
望
は
後
春
に
脇
す
る
。
）
私
の
や
う
に
精
進
の

足
ら
な
い
群
は
か
う
し
た
歎
美
や
批
評
諭
は
一
雄
非
蝿
し
て
も
鵬

に
落
ち
な
い
鮎
が
多
い
の
で
、
，
自
・
分
の
趣
味
や
能
力
で
鑑
賞
し
得

る
範
州
だ
け
に
眼
を
向
け
て
眺
め
ろ
と
、
そ
こ
に
も
矢
張
り
美
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
美
は
伽
畦
全
般
の
描
迭
と
か
彫
刻

の
均
整
の
中
に
曹
勾
そ
れ
で
な
く
と
も
、
手
近
か
に
兄
え
る
柱
の

一
五
九

し、

て

夕

｢|’
一

山
の

竹
こ
い
郎

|』 一

、



I

口
～

ふ
く
ら
み
や
肘
木
基
股
の
や
う
な
細
部
の
有
つ
美
し
さ
で
あ
っ
て

そ
の
中
に
あ
る
極
の
猟
延
を
感
じ
得
る
の
で
あ
る
。

メ
リ
デ
ィ
ス
の
減
文
蕊
概
を
伽
聡
に
嘘
へ
て
み
た
が
、
こ
れ
は

少
共
誇
大
な
髪
画
で
あ
っ
て
、
外
形
か
ら
兄
て
メ
リ
デ
ィ
式
の
詩

憾
大
き
い
も
の
で
は
な
く
、
多
く
は
短
澁
で
あ
り
、
長
い
の
で
数

９
凸
一

ゞ
・
油
打
く
ら
ぬ
の
沸
度
で
あ
る
か
ら
、
平
附
か
ら
イ
ギ
リ
・
久
詩
人
の

冗
艇
僻
（
久
。
ヘ
ン
サ
の
一
側
零
圭
の
一
美
挫
一
干
餘
行
は
言
語
道

獄
で
あ
る
。
プ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
ー
擶
遮
と
本
」
は
土
一
巻
二
戎
一
千

除
一
打
と
い
ふ
遅
施
で
、
現
代
で
も
メ
ィ
ス
フ
ィ
ル
ド
な
ど
に
は
千

桁
か
ら
一
下
術
莚
起
へ
る
蔵
が
幾
つ
も
あ
る
）
に
柳
か
参
っ
て
ゐ

る
私
に
は
メ
リ
デ
ィ
ス
の
諭
の
斑
い
こ
と
は
右
難
く
思
っ
て
ゐ
る

が
、
し
か
し
之
は
た
曾
並
の
上
か
ら
云
ふ
乙
と
で
、
・
メ
リ
デ
ィ
ス

譜
の
↓
門
容
は
蛮
除
に
は
非
常
に
大
・
き
い
。
、
モ
の
一
例
と
し
て
彼
の

秀
作
一
‐
モ
ダ
ン
・
ラ
ヴ
，
」
と
鋸
げ
て
一
分
き
つ
◎
こ
の
詩
は
ソ
ネ
ッ
ト

も
ど
き
の
十
六
行
詩
五
十
鼬
を
遜
鰹
た
た
け
で
．
ヘ
イ
ヂ
に
し
て
僅

、
Ｅ
一
士
一
風
ほ
ど
の
短
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
夫
姉
愛

Ｐ

Ｊ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｎ
ｐ
Ｉ
ｌ
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Ｉ
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ー
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、

1

一
。
・
・
一
点
○

の
破
綻
を
、
王
迦
と
し
一
」
深
刻
な
悲
劇
か
岐
鮒
さ
鯉
る
に
つ
ゆ
・
「
心
・

理
描
猫
と
、
替
劇
と
、
悲
劇
と
、
皮
肉
と
、
哲
學
菰
と
美
と
が
瞳

を
接
し
て
現
は
い
」
（
弓
『
⑦
く
の
↑
〕
目
の
誰
一
息
て
来
る
の
で
、
ま

る
で
『
エ
ゞ
コ
イ
戒
、
ｒ
』
の
や
う
ふ
ば
メ
リ
デ
ィ
ス
の
縫
隔
小
説
逓
極
・

座
に
帷
縮
し
弧
丈
化
し
た
ほ
ど
の
複
雑
な
内
容
墜
何
っ
て
ゐ
る
の

で
、
術
数
こ
そ
比
峡
的
少
い
が
、
相
枇
瞑
淑
み
ご
た
へ
の
あ
る
詩

で
あ
る
。
（
除
歳
で
は
あ
る
が
壱
．
私
は
東
大
の
畢
生
時
代
に
ロ
／
（

・
卜
。
ニ
コ
ル
ゞ
殊
氏
に
よ
る
此
謝
の
誰
誰
朗
波
と
蝿
い
た
が
、
詩
の

題
材
が
丁
度
ニ
コ
ル
・
久
氏
の
殆
衣
淌
的
な
淡
域
的
な
珊
誠
拡
り
に
談

へ
向
き
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
請
い
イ
ギ
リ
ス
の
一
一
価
人
稚
舳
帥
は
熱
梢

を
傾
け
て
こ
の
詩
を
牢
ぶ
ん
だ
。
《
七
し
て
梁
醤
し
て
は
識
面
症
紅
潮

さ
せ
た
り
、
或
は
静
か
に
陥
産
と
さ
さ
や
く
や
う
な
彼
の
朗
誠
は

教
室
の
若
い
嘩
生
を
魅
了
し
た
も
の
で
あ
る
）

詩
文
蕊
の
鑑
堂
上
ま
こ
と
に
邪
道
で
は
あ
ら
う
が
、
全
的
に
拙

■
一

握
し
難
い
メ
リ
デ
４
ス
．
の
詩
に
私
と
し
て
い
つ
も
執
潜
筵
感
ぜ
し

め
る
の
ば
部
分
的
の
典
さ
で
あ
る
。
乙
帥
は
自
分
の
邸
宅
を
寅
物
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三
一

ノ

＄

卓

や
砿
⑰
の
口
扇
境
㈹
画
い
Ｃ
ｐ
弓
彦
③
『
い
ぽ
①
Ｈ
一
石
①
総
Ｃ
Ｈ
ｎ
殿
ロ
ロ
○
口
、
ｍ
怜
Ｇ
Ｃ
Ｑ
。

②

「
恥
ひ
は
文
化
の
母
な
り
」
な
ど
と
い
ふ
諭
識
が
臆
面
も
な
く
吹

伊

４
〃

ｑ
■

鱸
さ
れ
て
人
凌
之
を
異
し
ま
な
い
と
き
は
、
即
ち
暫
一
両
（
骨
①
さ
口
。
）

が
道
理
（
境
①
い
い
。
園
）
と
し
て
通
る
や
う
な
と
き
は
、
岡
民
が
爆
那

の
餌
食
に
な
る
時
期
も
速
く
な
い
と
い
ふ
準
蓋
堪
り
、
昨
今
の
我

や

麦
の
耳
に
は
和
徹
に
こ
た
へ
る
弊
榊
で
は
あ
る
。

醤
◎
ジ
、
冒
し
画
く
秒
普
甘
餌
尋
巨
、
欧
亀
①
８
ｍ
《
曾
匡
５
個
．
○
ロ
ロ
・
画

一
一
・
一
房
旨
Ｃ
舜
一
〕
の
Ｈ
い
己
甘
心
云
詳
巨
や
壱
の
、
Ｃ
園
冒
①
い
い
碗
①
甘
口
一
（
》
［
Ｃ
Ｑ
Ｏ
国
岸

①一
も

○

一
に
川
し
た
と
き
煉
瓦
の
一
片
還
そ
の
見
本
と
し
て
鋳
歩
い
た
と
い

ふ
希
臘
の
あ
る
街
學
考
の
や
う
に
物
笑
ひ
の
諏
に
な
ら
極
と
も
限

苗

●

憾
縦
雛
協
測
灘
鯏
洲

屯
画
■
も

ら
・
ぬ
が
、
メ
リ
デ
ィ
ス

ゾ

ら
引
川
し
て
そ
れ
を
輿

得
る
と
恩
を
試
み
に
今
作
さ
う
し
た
箱
櫛
妙
節
と
い
っ
た
も
の
を

″

一
三
引
剛
し
よ
う
。
〃
『
戦
争
の
危
険
に
つ
い
て
』
と
題
す
る
一
八
八

五
年
作
の
十
四
行
詩
の
・
叩
で
詩
人
は
わ
れ
わ
伽
を
戒
め
て
云
鼻
。

凸

一
一
．
一
声
⑦
戸
口
Ｐ
富
Ｃ
旨
い
砲
”
一
口
《
言
や
己
営
、
苣
一
皇
』
）
①
境
の
Ｈ
宮
⑦
一
○
旨
、

今

〆

’

畠
ゞ
９
●
③
〕
×
弓
戸
）

”

●

ザ

と
虹
は
一
日
系
て
た
女
為
他
人
の
も
の
に
な
る
と
愛
惜
の
傭
禁
じ

得
な
い
と
い
ふ
ヒ
ュ
△
ウ
マ
ン
・
ネ
イ
チ
ヤ
の
弱
み
と
弧
し
た
も

■

》

の
。
叉
も
つ
と
詩
的
な
表
現
で
人
柵
性
の
暗
い
一
面
を
術
い
た
名

句
と
し
て
、

●

閂
璽
属
鱒
的
再
吾
勢
号
』
Ｃ
ロ
』
い
岳
一
〕
や
ヂ
Ｇ
｝
一
四
月
』
Ｃ
汗
①
の
獄
・
・
。

ご
）
員
・
旨
号
曽
晨
貝
ウ
の
胃
周
》
巳
昌
、
ゆ
め
《
煽
匿
畠
唖
．
（
富
ａ
、

心

、

四
・
房
炉
。
く
③
》
・
〆
濁
減
一
白
目
・
）
、

の

は
辛
辣
で
零
。
。
蕃
共
の
想
像
は
常
に
浦
い
商
い
も
の
症
追
ひ
求

め
ぬ
ぱ
な
ら
い
が
、
さ
う
し
た
對
象
遂
兄
火
ふ
と
き
に
は
、
↑
隈
職

極
ま
る
も
の
の
後
を
追
ひ
か
け
る
み
ぢ
め
さ
に
腋
す
る
。
ぶ
だ
ん
●

李
鈴
化
人
と
白
食
し
て
ゐ
な
が
ら
も
そ
く
ば
く
の
米
や
野
菜
の
た
め

に
農
夫
里
肌
に
叩
頭
し
た
人
逹
に
こ
の
メ
リ
デ
ィ
ス
の
一
殉
は
如

何
に
感
ぜ
ら
れ
ろ
か
。
。

△

″

胃
崗
丹
青
四
奇
行
胃
冒
＠
厘
嵩
囚
牌
．
計
冒
⑦
頤
粋
閉
庁
Ｑ
問
い
茸
の
ロ
的
芹
》
〕
》
誌
ぽ
い
ロ
ー
ハ
ロ
０
割
．

□
。

、
局
｝
〕
写
「
ロ
レ
鹿
穴
】
⑪
庁
Ｃ
巨
石
匡
描
胃
こ
］
の
汁
『
Ｑ
Ｑ
Ｑ
①
口
房
ｃ
写
気

０
、
ｂ
ｅ
Ｂ

■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■ローー
夢

己

『

夕

か
う
し
た
寸
織
的
な
人
生
批
評
の
ほ
か
に
メ
リ
デ
ィ
ス
の
詩
は

・
巧
た
賠
嚥
比
嶮
を
盛
に
含
ん
で
ゐ
る
。
比
瞼
的
表
現
に
か
け
て
は

Ｐ
』

（
目
ゴ
①
国
匡
Ｒ
Ｑ
⑦
ｐ
Ｏ
ｍ
ｍ
時
、
巨
臨
室
］
》
宮
．
］
』
画
）
Ｐ

一
‘
汝
が
も
し
力
を
授
け
ら
る
れ
ぱ
、
汝
の
務
め
は
踏
み
に
ぢ
ら
如

一

ａ

し
若
共
潴
按
け
起
す
こ
と
な
り
と
僻
れ
よ
」
と
い
ふ
の
は
個
人
の

り

場
合
は
勿
論
で
あ
る
が
、
今
円
の
仙
界
怖
勢
に
照
ら
し
て
、
民
主

夕

己

共
義
的
朏
剛
の
敗
戦
剛
に
封
す
る
態
度
で
あ
っ
て
欲
し
い
、
と
念

願
す
る
の
は
談
り
で
あ
ら
う
か
。

●

ｊ

シ
い
い
匡
鄙
①
皇
ｃ
【
毎
ｃ
胃
匡
ロ
⑰
朋
夛
可
⑦
Ｑ
ｏ
ｐ
（
碁
（
ず
⑦
Ｐ
ａ

、

ｎ
ｏ
ョ
西
黒
芹
○
厨
一
コ
⑦
粍
鈎
岳
①
Ｈ
輯
冒
、
の
二
〕
⑦
目
』
）
昌
桿

■

シ
旨
｝
ぬ
局
の
威
日
侭
甘
房
①
］
蹟
房
ご
］
】
臼
●
の
ジ
の
冒
昌
．
営
罠

●

（
冒
扇
Ｎ
ｐ
畠
四
目
目
ｇ
ご
》
岸
．
ヤ
ー
い
）

ダ

ダ

「
わ
が
力
敢
を
信
じ
て
こ
そ
競
争
粁
遂
恐
れ
ざ
れ
。
そ
れ
の
み
か

り

己
れ
倒
れ
ん
や
も
は
か
り
難
き
決
闘
の
場
に
、
敵
遊
湫
呼
し
て
迎

瘡
焼
鯆
雛
諏
郷
勘
幸
ァ
・
プ
レ
イ
の
粘
川
を
表
ば
し
得

《

.

rI

l

r

’
＝

’

毛
一
一
〈
一
一

●

メ
ー
ー
ォ
ィ
ス
は
英
沸
卿
で
古
今
潤
歩
と
い
っ
て
よ
く
、
マ
イ
鼠
が
金

守

く
獅
刺
的
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
應
接
に
巡
の
な
い
ぽ
ど
連
綾

す
る
。
細
じ
て
批
の
詩
人
は
メ
タ
フ
ァ
で
も
の
を
老
へ
る
の
が
術

夕

、
、
今

で
あ
る
が
、
打
人
で
あ
り
詩
人
で
あ
る
メ
リ
デ
釧
久
は
塒
に
こ
の

４

表
現
形
式
で
彼
の
想
念
な
り
同
然
を
歌
ふ
。
菰
粁
は
一
つ
の
メ
タ
〃

ｆ

フ
写
が
光
全
に
把
握
し
き
れ
な
い
う
ち
に
次
の
メ
タ
フ
了
と
取
細
・

り

み
を
せ
れ
ば
な
ら
唖
。
。
や
っ
と
こ
れ
を
消
化
し
得
た
峠
に
は
作
恭
一

Ｊ

、

は
も
う
逵
く
彼
方
へ
進
，
典
」
ゐ
る
。
メ
リ
デ
ィ
ス
の
詩
が
難
解
な

『

一

所
以
は
一
に
は
識
か
ら
来
る
。
、
と
に
か
く
脈
瞼
（
二
一
厘
告
言
Ｈ
）
と

か
直
嶮
（
ぃ
冒
員
。
）
と
か
い
ふ
も
の
は
催
僻
學
の
入
門
将
で
説
明

、

畠

さ
れ
て
ゐ
ろ
や
浜
ノ
な
班
純
漆
詞
姿
宮
碇
員
①
ｃ
闇
吻
罵
。
ｇ
）
で
は

む

も
、

江
く
、
メ
§
リ
デ
ィ
ヌ
文
皐
に
於
て
は
こ
れ
が
主
要
左
椛
成
要
素
と

な
っ
て
ゐ
ろ
。
し
か
も
彼
の
比
嶮
は
平
板
な
論
明
的
の
も
の
で
旅

員

く
、
晤
一
不
的
な
謎
の
や
う
な
晦
澁
さ
淀
燕
っ
て
ゐ
露
。
枚
畢
に
進

●

な
い
瀧
に
多
い
溌
例
の
中
か
ら
比
岐
的
に
引
川
し
易
い
の
を
二
三

枚
恥
げ
て
み
ろ
と
Ｉ０

Ⅲ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
別
Ｉ
Ｉ
ｊ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０
１
司
回
Ⅱ
０
１
Ⅱ
。
。
ａ
■
■
ａ
０
■
ｑ
■
Ⅱ
Ⅱ
１
日
９
８
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』

た
総
り
の
三
行
に
於
て
は
踊
喰
は
一
郷
し
て
諦
人
が
こ
の
美
香
仁

↑
総
い
て
ゐ
る
行
地
は
蛍
金
杯
で
あ
り
、
‐
そ
れ
に
注
が
れ
る
補
萄
酒
・畷

は
雲
綏
そ
の
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
比
聡
は
更
に
郷
挽
し
て
こ
の
杯

吋

が
溢
れ
詩
人
は
墾
稚
が
飛
翔
す
る
に
つ
れ
大
雍
商
く
登
り
ゆ
く
。

・
最
後
の
《
９
‐
の
昌
。
舅
、
晩
》
と
、
旨
《
ゞ
と
造
契
機
と
す
る
メ
タ
フ
ァ
は

－
．
明
い
映
侭
を
紬
ば
な
い
・
た
ぜ
し
こ
の
飛
禽
の
妙
需
に
よ
り
人
の

心
は
淨
化
さ
奴
向
上
す
る
と
い
ふ
諦
人
の
意
附
し
た
意
味
は
ぽ
■

明
瞭
で
あ
る
。
も
一
つ
私
が
術
に
感
服
し
て
ゐ
ろ
メ
リ
デ
淵
ヌ
の

比
嚥
の
例
と
し
て
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
糀
洲
〕
と
題
す
る
ソ
ネ

雲
ト
か
ら
の
一
句
１
１

・
・
・
ご
暁
ｃ
縄
ｇ
い
い
拝
⑥
ロ
武
彦
Ｃ
匡
い
ロ
ョ
ユ
ど
の
の
一
命
い

↑
シ
庁
も
僻
目
３
．
－

は
刺
誹
人
の
心
魂
の
宏
大
さ
淀
表
は
す
の
に
「
草
食
む
一
域
の
牡

二
、

牛
の
ご
と
」
と
い
ふ
比
嚥
を
以
て
し
て
ゐ
る
。
こ
の
句
を
幾
度
か

口
吟
む
に
つ
れ
て
そ
の
殻
律
の
巾
に
も
伽
と
は
な
し
に
批
大
さ
を

感
ず
》
ｇ
恐
ら
く
こ
の
伽
の
含
む
弧
勢
祉
訓
や
二
飛
泳
融
守
《
．

●
一

帥
叩
抑
咄
１
０
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｈ
ｒ

／

一
六
四
、
．
ゞ

脚
三
・
環
《
一
脚
”
〕
の
結
び
つ
き
が
さ
う
し
た
効
果
を
州
す
の
に
役
立

〃

っ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ｐ
鼓
後
に
今
一
つ
巧
妙
な
比
嚥
の

●

例
を
一
‐
呑
冊
の
懇
」
の
中
が
ら
論
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
詩
の
主
題

に
な
っ
て
ゐ
る
あ
ど
け
な
い
村
乙
女
が
心
秘
げ
に
家
を
州
て
、
隣

■
Ｇ
一
・

夕

人
の
哀
愁
駐
慰
め
る
こ
と
を
絃
し
た
詩
人
は
こ
れ
に
比
嚥
の
錐
を

加
へ
てい

○
一
三
扁
二
の
歸
己
興
国
邑
困
く
い
め
い
ど
５
斤
Ｈ
Ｃ
］
毎
回
的
口
匡
口
声
ご
崎
。
【
《
｝
一
巨
己
’

め
い
君
声
○
一
］
○
の
伊
君
ヨ
岸
③
ｇ
ｏ
戸
ぐ
⑦
』
吻
○
胃
①
］
縁
『
ず
毎
《
》
［
の
Ｐ
門
匡
）
。

／

（
Ｆ
Ｃ
二
①
酔
冒
二
〕
の
〆
訓
騨
一
席
）
『
》
臣
．
《
一
ｍ
’
＠
．
）
。

と
歌
っ
て
ゐ
る
。
爾
注
孕
ん
だ
蝶
雲
が
野
一
面
に
低
く
垂
れ
て
ゐ

る
と
き
一
羽
の
白
妨
が
飛
ん
で
ゐ
ろ
。
周
剛
の
沈
孵
の
さ
・
叩
に
渦

り
憂
莚
知
ら
ぬ
可
憐
な
村
娘
の
蝿
快
さ
が
か
の
怖
錐
を
聯
想
せ
し

。
Ｐ

め
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
Ｏ

比
喰
の
例
は
こ
の
位
に
と
ど
め
て
、
次
に
メ
リ
デ
令
久
の
許
に

於
て
傑
虹
て
ゐ
ろ
他
の
一
而
に
移
ら
う
。
そ
れ
は
向
然
や
人
生

4

ごｃ
の
罰

|’

0

【

〆
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・ 鯉 蕾 鷲 誉 ま く Ｕ ・ 蕊 ｏ Ｓ ３ ９

両 鍾 酷 ゞ 皿 函 斗 吟 誠 心 翠 電 、 斗 バ ヨ 耐 い 》

い 。 Ｉ ￥ 酬 ・ Ⅱ 一 勢 三 背 弊 再 三 Ｓ Ｄ 旗 １

震 塞 曇 》 伽 ・ 価 ． 一 訴 岬 諏 舞 澪 一 唱 〃 悉 諏 応 呼１

靭 訓 斗 叡 那 さ 署 習 八 、 三 封 ‐ 今 莞 唾 利 ９

・ 鵠 菖 狐 函 計 雫 寺 沁 、 器 纒 ， 妙 ‐ 叩 恥 酔

■ 『 ９ 寸

瀞 沁 司 珂 羽 。 ｓ “ 誰 Ｊ ｓ 鑿 潔 、 可 町ｌ 苔 遷 却 呵 湯 口 一 、 舛 邑 《 農 腿 諏 狐・ ｓ ｓ 輔 月 具 輕 罰 讓 醗 燕 ‐ ・ 域 、 似

、 奔 汁 費 “ ｓ
■ Ｄ ｍ ｕ ， 丁 ｌ い

需 咽 ． 紬 〃 畷 卦 雨 鵡 呼 皿 池１ １ ｓ 門 、 岬 の 呵

駝 蕾 華 壺 匝 呼 、 俸 柚 ． Ⅷ 坪 録 》 崎 ‐ 》 椰 皿 呼
叫 叩Ｉ 守 り

‐ 肉 ｒ 汁 ６ 宜

巽 汁 蕪 吟 ‐ 和訂 ト ー 、 舵 卿 ｝ 一 “ く 和 平ご 利 鷲 蕊 舜
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罫 Ｓ 評 ． ｓ ・ 垂 罐 癖 師 詫 辨 祁・ 筒 何 甦 の ｅ ｕ １ ９ 。

師 が 蕊 も 窃 罫 汁 孵 で 甥 高 凸 潮 Ｓ 両 ａ

叫 雨 礒 部 澪 ‐ よ 鑑 呼 需 ‐ 幸 岬 僻 森 ・ 緬 生 耐 塞
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． 一 峠 諦 榊 一 価 程 ・ 跡 》 、 挿 率 呼 嘩 ・ 綿 ・ 》 塞 呼 ‐ 栂 制

勇 一 ｎ ・ で 雇 忌 三 命 、 人 ９ ‐ ・

堯 言 郵 奉 、 叱 誰 ‐ 〆 諄 咋 ． 識 〃 郡 塞 斜 蒋 函 ‐ 版

》 》 轟 癖 》 毒 峠 幸 啼 》 罷 恥 、 毒 や ： 剛 ． 一 一

、 ． ℃

Ｓ

一 計 、 誰 諦 》 一 蜂 起 耐 ． 誌 ‐ 》 岬 ‐ 識 “ 岬 “ 睡 蜂
卜 ］ 一 ・

《 識 》 癖 》 癖 “ 翻 痒 ・ 僻 ″ ・ 侭 、 一 恥 糾 却 〃 ゞ い 》

毒 崗 い 例 ト グ

さ ！ 」 ‐ 肉 窪 や 苔 恥 窮 ・ ｓ 、 作 車 弄 刑 苓 毒 基 し 訓 齢 い

ぐ Ｊ 建 碑 昔 再 押 ヨ 聿 誇 軌 ． 膳 ． 零 帳 高 き Ｗ 霞
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１
１

ノ 〃

へ
処
１
１

尾
〆
嵩
岸
石
巨
周
⑦
拝
○
桿
局
い
く
①
口
四
ｍ
・
冑
餌
｝
幹

昇
ご
拝
冨
口
許
声
①
Ｑ
２
く
ぎ
昌
吾
目
】
匡
扁
津
ｃ
暑
の
門

（
目
胃
‐
埼
○
日
嗣
も
同
旨
８
ぃ
の
．
目
》
国
粋
・
）

「
花
の
中
な
る
鰐
の
巾
な
る
光
の
ご
と
く
」
と
い
ふ
表
現
も
棚
誰

』

な
伽
の
中
に
、
畠
昏
旨
当
逓
反
復
し
て
弧
い
効
果
と
出
し
て
ゐ
る
Ｊ

同
じ
く
壯
大
な
自
然
描
篤
の
例
と
し
て
は

Ｑ

園
Ｈ
狩
言
の
己
口
輯
○
く
自
己
画
己
屋
す
の
巧
言
具
の
Ｑ

牌
肖
一
封
ｍ
国
司
…
（
、
局
胃
云
匡
ロ
旨
厨
具
鈩
昌
旨
管
滅
ラ
、
。
）

（
ダ
ー
ュ
ウ
プ
河
上
落
払
の
光
芒
机
次
ぐ
）

、

な
ど
も
秀
句
で
、
《
君
胃
巴
呂
》
が
良
く
利
い
て
ゐ
る
。
「
近
代
の
識

、
〃

愛
」
の
中
の
恩
抽
ま
る
悲
劇
的
蒋
藤
の
さ
巾
に
も
夫
と
妻
と
は
夕

幕
の
美
飲
に
心
和
ら
ぐ
一
瞬
が
あ
る
。
そ
の
時
の
風
紫
を
叙
し
て

グ

ー

・
・
畠
ず
い
『
の
、
①
巾
冒
ｍ
ｏ
Ｈ
Ｃ
ｍ
ｍ
庁
壹
の
宣
く
Ｈ
屋
埆
ゴ
ー
室
．
湧
く
の

自
画
の
ｍ
乏
酔
目
い
い
唇
亀
岸
宮
‐
』
胃
、
塊
冨
Ｃ
巨
己
碗
一
）
臼
］
の
四
二
］
彦
①
『
一
蔭
至
嘱
砂

。

〃

、

巳

（
淵
ｒ
〆
昌
ロ

の

’

“
．

一
一
ハ
ユ
ハ

（
我
は
見
ぬ
、
茄
拝
の
波
と
渡
り
行
く
、
恥
の
、
潴
下
に
雛

を
挑
へ
て
飛
ぶ
淀
）

と
主
人
・
公
の
一
彼
」
は
蓋
ふ
。
乙
恥
は
勿
論
班
な
る
鳶
生
で
は
な

く
、
悲
劇
の
脊
鍬
と
し
て
人
間
の
枇
界
に
鋭
く
灰
峡
す
る
自
然
界
．

〆

の
一
断
面
で
あ
り
、
人
生
の
机
刺
に
對
流
す
る
自
然
界
の
諮
和
を

象
徴
し
記
ゐ
る
。
細
じ
て
メ
リ
デ
ィ
ス
に
あ
っ
て
は
人
生
と
同
然

と
か
し
っ
く
り
と
紬
び
合
は
さ
っ
て
ゐ
る
の
で
、
彼
に
自
然
詩
人

、

と
か
人
生
詩
人
と
か
い
ふ
一
方
的
な
貼
札
狂
つ
け
る
の
は
受
鮒
で

な
賂
從
っ
て
私
が
い
ま
試
み
て
ゐ
る
や
う
に
、
メ
リ
デ
ィ
ス
の

自
然
拙
篤
の
肱
い
と
と
ろ
逓
詩
難
か
ら
引
川
す
る
と
し
て
も
、
そ

れ
は
人
生
か
ら
い
さ
さ
か
も
遊
離
し
た
槻
紫
風
物
で
あ
り
得
な
い

こ
と
ば
勿
論
で
あ
る
。

メ
リ
デ
刎
久
は
同
然
の
中
に
術
に
人
剛
を
兄
て
ゐ
る
。
そ
の
人

Ｄ
〃

間
も
素
朴
な
牧
歌
的
な
生
活
を
緋
む
人
Ⅲ
で
ば
な
く
し
て
へ
近
伏

的
な
複
雑
な
繩
祁
文
化
の
僻
験
打
と
し
一
」
の
人
刑
で
あ
る
。
両
洋

文
明
は
同
然
の
征
服
を
そ
の
窮
概
の
Ⅲ
的
と
す
る
と
一
般
に
解
さ

り
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少

旧

更
め
て
解
繩
淀
加
へ
る
要
も
な
い
が
、
十
一
行
Ｈ
の
。
ご
画
一
萱
は

い
○
陣
Ｑ
粋
再
黙
瞬
昌
昏
ご
賦
粋
Ｃ
Ｐ
》
Ｃ
い
①
〆
一
月
〕
Ｈ
睡
恭
且
Ｐ

国
ｃ
珂
冒
Ｈ
ｇ
、
昏
異
嘱
言
①
い
ほ
言
昌
房
》
吾
。
“
冒
淳
に
ラ
‐
，
．
締
祁
州
脱
肝
の
砿
さ
を
表
は
し
、
同
じ
行
の
》
ぃ
。
冒
岸
〉
『
・
は
地
上

ｃ

（
ひ
と
り
野
に
の
み
大
地
の
玄
奥
展
か
る
る
に
非
す
。
よ
し
子
に
於
け
る
生
活
の
碓
さ
を
意
味
し
、
こ
の
對
職
的
な
二
語
に
ょ
つ

そ
の
一
画
ば
共
腱
に
在
り
と
て
も
。
モ
は
極
め
て
叩
ち
さ
議
な
て
物
心
雨
耐
の
理
想
境
症
曠
示
し
て
ゐ
る
ら
し
い
。
そ
し
て
「
緋

６

る
奥
秘
の
一
而
に
し
て
、
小
児
も
之
を
綴
り
、
烏
賊
も
亦
之
を
江
ろ
大
地
‐
一
花
粥
に
慕
鼻
メ
リ
デ
ィ
ス
が
大
地
の
上
に
稲
祁
筵
置

Ｐ

知
る
。
詔
は
ピ
盲
新
の
た
め
の
珊
宇
の
如
し
。
（
さ
れ
ば
と
て
）
い
て
ゐ
る
乙
と
は
妓
後
の
一
打
に
よ
っ
て
明
で
あ
愚
。

４

熱
附
に
悶
え
心
挺
る
・
る
と
こ
ろ
に
、
菰
座
の
郡
御
に
、
大
地
の
序
な
が
ら
簡
明
な
表
現
の
い
ま
一
の
例
花
祭
げ
て
、
晦
渋
を
以

国

勾

秘
鏡
露
は
れ
ず
。
、
こ
の
深
秘
を
知
り
得
る
も
の
は
、
そ
こ
こ
こ
て
Ⅲ
え
る
メ
リ
デ
ィ
ス
に
も
か
う
し
た
一
面
の
あ
る
》
と
と
逓
知
っ

も

つ

に
赴
き
、
自
然
と
人
と
の
間
逓
繋
ぐ
來
林
す
る
人
糞
な
り
。
斯
て
も
ら
一
ひ
た
い
。
晩
年
（
一
九
○
○
年
）
の
作
で
短
い
な
が
ら
佳

一

も

る
人
は
「
雁
史
」
の
詔
る
と
こ
ろ
、
人
間
の
あ
り
し
北
川
の
さ
ま
、
ゞ
什
で
あ
る
、

Ｌ

グ

今
の
さ
ま
を
知
り
て
聰
し
。
彼
等
は
逹
槻
と
弧
靭
と
に
於
て
盤
ぴ
Ｃ
〆
Ｃ
旨
、
臣
‐
局
い
○
Ｚ
（
坪
や
伺
い
い
、
、

、
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ｇ
凸

／

Ｕ

回

る
と
こ
ろ
大
な
り
。
こ
の
收
稚
に
は
生
命
あ
り
。
さ
れ
ど
も
一
・
、
三
一
”
哩
⑳
冒
貝
①
ロ
。
”
Ｃ
Ｏ
胸
．
ｇ
ｏ
“
の
眉
の
ぃ
Ｑ
ｑ
．

、

度
大
地
を
淋
離
し
た
る
人
生
概
溌
懐
か
ん
か
、
弧
靭
も
述
棚
も
Ｐ
言
二
“
己
胃
ゴ
亀
嘘
冒
醒
．
〆
。
・
・
・

〃

素
《
ん
。
げ
に
、
”
伽
ら
に
乳
逓
授
く
る
大
地
は
糀
測
の
授
く
る
芦
岸
講
二
、
言
一
言
ｇ
営
胃
ｇ
“
言
言
｝
、
”
晩
旨
碇
》
・

も
の
。
峰
り
。
）
〃
シ
払
岸
一
）
陦
砿
一
）
〉
．
・

〆

と
の
短
詩
は
比
較
的
に
簡
明
な
表
現
法
を
取
っ
て
ゐ
ろ
の
で
、
、
言
旨
。
』
ご
）
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億
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